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わ
た
し

の
青
春

　
ら
　
な
さ
け
な
く
な
る
　
ら
　
そ

の
時
に
、
　
「
糸
と
心
が
通
じ
る
よ
う

に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
心
で

織
ら
な
け
れ
ば
糸
が
切
れ
て
し
ま
う

を
き
れ
い
に
日
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
く
て
何
回
も
ほ
ど
き
ま
し
た
。
織

る
の
が
こ
わ
く
な
っ
た
時
も
あ
り
ま

す
。
で
も
す
こ
し
慣
れ
た
ら
柄
を
合

宮
　
L
　
が
き
び
し
く
む
ず
か
し
い

ほ
ど
私
は
や
る
気
に
な
る
ん
で
す
。

こ
の
宮
古
ヒ
布
と
い
う
糸
の
道
に
、

一
生
か
か
っ
て
も
「
も
う
こ
れ
で
い

す
稔
ら
し
い
文
化
・
産
で
あ
る
宮
古

ヒ
布
を
生
み
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
を
思
え
ば
、
今
私
た
ち
は
こ
れ
を

守
り
、
よ
り
ポ
ば
ら
し
い
も
の
を
生

　
　
（
三
面
下
段
よ
り
つ
づ
き

読
み
終
え
し
福
祉
だ
よ
り
を
ふ
せ
し

　
ま
ま
枕
ぬ
ら
せ
し
出
稼
ぎ
の
夜
半

出
稼
の
飯
場
の
風
呂
よ
り
高
ら
か
に

」
と
言
わ
れ
、
私
に
は
、
わ
か
る
よ

わ
せ
る
こ
と
は
楽
し
い
仕
事
で
す
。

い
」
と
い
う
こ
と
ば
は
な
い
と
私
に

か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

誰
が
歌
う
か
故
郷
の
唄
聞
え
し

　
　
　
　
㌧

カ
ラ
カ
ラ
L
ト
ン
ト
ン
、
と
機
を

織
っ
た
こ
と
も
な
い
の
に
、
好
き
に

う
な
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
ば
で

仕
事
が
つ
ら
い
の
は
仕
事
が
自
分
の

教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
下
地
恵
康

思
い
ま
す
。
日
本
列
島
の
は
し
の
は

吾
子
達
の
福
祉
だ
よ
り
読
み
居
れ
ば

織
る
音
が
聞
こ
え
ま
す
。
私
の
仕
事

な
れ
そ
う
な
気
が
し
て
こ
の
仕
事
を

し
た
。
糸
を
つ
な
ぐ
時
間
が
長
く
て

も
の
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ

氏
は
言
わ
れ
ま
す
。
お
じ
さ
ま
か
ら

し
に
、
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
文
化
が

鳥
追
う
子
等
の
聞
え
来
し

場
は
、
宮
古
ヒ
布
と
い
う
麻
の
手
織

選
び
ま
し
た
。
今
、
私
は
宮
古
上
布

少
し
し
か
織
れ
な
い
日
が
続
き
ま
し

と
、
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
早
い
人
が

見
る
と
私
の
考
え
は
ま
だ
ま
だ
甘
い

今
も
生
き
て
い
る
こ
と
に
喜
び
と
誇

故
郷
の
土
の
香
強
く
運
び
来
る

り
の
反
物
を
つ
く
っ
て
い
る
工
場
で

の
織
子
見
習
で
す
。
本
物
の
宮
古
上

た
。

一
週
間
で
織
り
k
げ
る
琉
球
が
す
り

そ
う
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
私
が
ま

り
を
感
じ
て
い
る
私
で
す
。

包
ほ
ど
け
ば
小
さ
き
蕗
の
と
う

す
。

布
を
十
二
月
に
は
い
っ
て
か
ら
や
っ

こ
の
無
地
の
反
物
を
織
り
上
げ
る

を
六
十
日
も
か
か
り
、
や
っ
と
織
り

だ
ま
だ
宮
古
ヒ
布
の
き
び
し
さ
を
知

（
月
刊
公
民
舘
よ
り
引
用
）

◎
高
砂

宮
古
h
布
の
多
く
は
、
家
庭
の
主

と
織
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
番

の
に
五
十
日
か
か
り
ま
し
た
。
五
十

k
げ
た
時
は
う
れ
し
い
と
い
う
実
感

ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で

新
郎
富
井
秀
一
　
…
）
市
之
越

婦
が
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
織
っ
て
い
ま

す
が
、
私
が
働
い
て
い
る
よ
う
な
工

初
め
は
麻
糸
で
無
地
の
反
物
を
織
り

ま
し
た
。

日
も
無
地
の
反
物
を
織
っ
て
、
さ
ぞ

か
し
つ
ま
ら
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
わ

は
な
く
気
が
ぬ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
洗
た
く
を
し
て
き
れ
い
に

す
。　

今
日
、
台
風
銀
座
と
い
わ
れ
、
昔

人
生
往
来

　
新
婦
桜
沢
ナ
ッ
イ
（
天
）
十
日
町
市

◎
昇
天

場
も
あ
り
ま
す
。
五
ケ
月
前
、
す
ば

へ
た
な
人
が
織
る
と
麻
糸
は
よ
く

れ
る
か
た
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

仕
上
っ
た
反
物
を
見
た
時
は
、
う
れ

か
ら
き
び
し
い
宮
古
の
自
然
の
中
で

◎
産
声

氏
　
名
　
　
年
　
令
　
　
部
　
落

ら
し
い
宮
古
ヒ
布
の
伝
統
を
受
け
継

切
れ
ま
す
。
私
も
例
外
で
は
な
く
、

し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
つ
く
る
喜
び

し
く
て
こ
の
仕
事
を
し
て
よ
か
っ
た

貧
し
い
中
で
、
祖
先
の
か
た
が
た
が

煮

氏
　
名
　
　
父
の
名
　
　
部
　
落

滝
沢
　
ト
ノ
　
（
八
四
）
　
田
　
代

ご
う
と
決
意
し
て
こ
の
仕
事
に
ど
び

込
ん
だ
私
で
す
が
、
手
織
り
と
い
う

根
気
の
い
る
仕
事
が
で
き
る
か
ど
う

織
り
始
め
の
こ
ろ
糸
が
切
れ
る
こ
と

糸
が
切
れ
る
た
び
に
身
が
切
ら
れ
る

思
い
で
し
た
。
そ
し
て
、
慣
れ
な
い

が
あ
り
ま
す
。
横
糸
を
一
本
わ
た
す

ご
と
に
一
ミ
リ
の
何
分
の
一
か
ず
つ

反
物
が
で
き
て
い
き
ま
す
。
機
織
が

と
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。

　
宮
古
ヒ
布
は
、
高
度
の
技
術
を
必

要
と
し
ま
す
。
麻
糸
が
宮
古
h
布
に

香
典
返
し

　
　
　
　
に
寄
付

羽
鳥
　
良
夫
　
良
　
利
　
　
新
屋
敷

藤
ノ
木
　
勝
　
晴
　
繁
　
　
小
　
出

鈴
木
　
幸
生
　
幸
太
郎
　
　
芋
　
川

徳
井
丑
太
郎
　
（
八
○
）
　
堀
之
内

村
山
　
イ
シ
　
（
七
二
）
　
　
桂

清
滝
　
キ
ン
　
（
八
四
）
　
東
田
尻

か
心
配
で
し
た
。
で
も
な
ん
と
な
く

私
に
は
、
切
れ
た
糸
を
つ
な
ぐ
こ
と

初
め
て
だ
っ
た
私
に
は
、
一
日
一
日

な
る
ま
で
の
工
程
で
、
織
る
と
い
う

芋
沢
の
太
嶋
常
助
さ
ん
は
こ
の
ほ

樋
口
　
真
一
　
喜
　
三
　
　
荒
　
屋

鈴
木
虎
一
　
（
七
七
）
　
下
　
山

や
れ
そ
う
な
気
が
し
て
、
ま
た
機
を

が
む
ず
か
し
く
、
腹
だ
た
し
く
な
る

手
が
慣
れ
て
織
る
の
が
早
く
な
り
、

仕
事
は
ほ
ん
の
一
部
で
す
。

ど
亡
父
の
香
典
返
し
と
し
て
、
二
万

吉
楽
　
勝
弥
　
勝
太
郎
　
　
宮
　
中

大
島
　
フ
サ
　
（
九
三
）
　
牧
　
畑

糸
が
切
れ
な
く
な
っ
て
い
く
の
が
は

私
は
す
べ
て
の
工
程
を
修
得
し
た

円
を
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
ほ

涌
井
　
貴
志
　
昌
　
寿
　
　
　
桂

井
ノ
川
ト
ミ
　
（
八
○
）
　
如
来
寺

中
里
村
育
英
事
業

現
在
大
学
に
在
学
中
の
人

っ
き
り
わ
か
る
の
で
す
。
そ
れ
が
う

い
と
思
い
た
っ
て
こ
の
仕
事
に
は
い

し
い
と
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

h
原
恵
美
子
　
利
　
信
　
　
h
　
山

樋
口
　
長
吉
　
（
五
八
〉
　
　
干
　
溝

集
委
員
会
で
は
、
先
般

募
擬
騨
翻

　
　
者
村
育
英
資
金
貸
暑

金
望
に
つ
い
て
、
慎
重
審

学
希
議
し
決
定
し
ま
し
た

奨
　
が
、
今
年
は
例
年
に

　
　
　
　
　
な
く
希
望
者
が
少
か

勧
貸
与
予
定
人
員
　
　
　
三
名
以
内

⑥
申
し
込
み
方
法

　
貸
与
希
望
者
は
、
次
の
書
類
を
添

　
え
て
、
五
月
二
十
日
ま
で
に
中
里

　
村
育
英
事
業
委
員
会
あ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

ω
資
金
貸
与
願
い
　
　
　
（
二
通
）

回
身
分
証
明
書
　
　
　
　
（
一
通
）

れ
し
く
て
織
り
続
け
ま
し
た
。

　
二
反
目
は
水
の
模
様
の
は
い
っ
た

宮
古
と
布
の
横
が
す
り
で
し
た
。
柄

一
聯
9
●
．
　
　
●
O
＝
一
，
●
一
畳
・
9
；
こ
7
卿
・
・
　
9
●
．
『
一
9
の
O
・
．
　
9
二
一
一
＝
．

　
　
　
新
刊
図

　
今
月
新
し
く
購
入
い
た
し
ま
し
た

新
刊
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　
り
ま
し
た
。
宮
古
k
布
を
織
っ
て
み

　
て
、
私
の
考
え
が
な
ま
や
さ
し
く
な

　
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
で
も
、

。
　
爾
7
●
「
　
．
二
3
一
＝
　
　
　
；
3
の
・
o
．
　
＝
。
3
一
＝
．
　
：
；
一
〇
；
・
；
＝

書
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
著
者
斐
太
猪
之
介

　
○
日
本
兵

○
続
意
地
悪
議
員
日
記

　
　
　
　
　
　
著
者
青
島
幸
男

○
会
議
学
入
門

　
　
　
　
　
　
著
者
三
浦
道
明

○
母
親
テ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
著
者
本
明
寛

○
男
性
手
紙
専
科

　
　
　
　
　
　
著
者
栗
原
雄
二

　
　
　
　
　
　
著
者
源
氏
鶏
太

○
昭
和
ヒ
ト
ケ
タ
族
の
遺
書

　
　
　
　
　
　
著
者
石
原
虞
太
郎

○
漢
字
ま
ん
だ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
堂
明
保

　
　
　
　
　
著
者

　
　
　
　
　
　
　
　
望
月
美
佐

○
盆
栽
入
門

　
　
　
　
　
著
者
小
松
崎
良
則

太
嶋
　
孝
平
　
（
七
八
）
　
芋
　
沢

訂
正

　
二
月
号
の
人
生
往
来
で
、
産
声
中

井
ノ
川
美
佐
子
と
な
っ
て
い
る
の
は

美
江
子
の
誤
ま
り
で
す
の
で
、
訂
正

し
ま
す
。
き
　
　
6
叢

寸ネ
　
　
　
　
っ
た
の
で
、
再
度
希

里
　
望
者
垂
集
す
る
こ

中
　
と
と
な
り
ま
し
た
・

⑲
学
業
成
績
証
明
書
　
　
　
（
一
通
）

口
健
康
診
断
書
　
　
　
　
（
一
通
）

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
中
里
村

○
秘
録
陸
軍
中
野
学
校

　
　
　
　
　
著
者
畠
山
清
行

○
柔
道
世
界
投
げ
歩
る
記

　
　
　
　
　
　
著
者
霜
多
正
次

○
思
い
出
の
夫
婦
ゲ
ン
カ

　
　
　
　
　
　
著
者
二
＋
四
氏

○
金
魚
の
L
手
な
飼
い
方

　
　
　
　
　
　
著
者
太
田
邦
雄

○
冬
の
紳
士

原
稿
募
集

公
民
舘
で
は
「
な
か
さ
と
」
の
原

　
、

つ
い
て
は
次
の
要
綱
で
受
け
付
け
て

教
育
委
員
会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く

著
者
平
野
時
男

○
夫
と
妻
の
収
入
倍
増
作
戦

著
者
大
仏
次
郎

稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
建
設
的
な

い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
五
月
二
十

だ
さ
い
。

〇
六
地
蔵
の
影
を
斬
る

著
者
浜
田
美
智
子

○
け
と
ば
し
た
青
春

意
見
や
感
想
、
ま
た
、
詩
、
短
歌
、

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〉ほ
申
し
込
み
資
格

　
　
　
　
　
著
者
笹
沢
左
保

○
オ
オ
カ
ミ
追
跡
＋
八
年

○
北
海
の
博
徒

　
　
　
　
　
　
著
者
島
村
喬

　
　
　
　
　
　
著
者
若
山
三
郎

○
大
安
吉
日

俳
旬
、
随
筆
な
ど
公
民
舘
あ
て
投
稿

し
て
く
だ
さ
い
。
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カッコ内は前月との比較

教
職
目
貝

　
恒
例
の
年
度
末
に
お
け
る
、
学
校

教
職
員
の
人
事
異
動
が
、
去
る
四
月

一
日
付
で
県
教
育
委
員
会
か
ら
発
表

さ
れ
た
。
中
里
村
に
お
い
て
も
転
出

者
十
七
名
、
退
職
者
三
名
、
転
入
者

十
九
名
の
異
動
が
あ
っ
た
。

　
校
長
の
異
動
で
は
、
田
中
敏
雄
田

沢
中
学
校
長
は
柏
崎
市
教
育
委
員
会

に
栄
転
、
後
任
に
は
柏
崎
市
鵜
川
中

（
村
松
典
方
　
田
沢
中
学
校
長
）

　
　
　
　
灘
　
・
き

（
田
中
三
郎
　
高
道
山
小
学
校
長
）

（
藤
田
甲
子
雄
　
清
津
峡
小
学
校
長
）

・
萄
諾

の

人
事

三
校
長
の

学
校
よ
り
村
松
典
方
氏
、
小
林
達
雄

高
道
山
小
学
校
長
は
、
刈
羽
郡
勝
山

小
学
校
に
栄
転
、
後
任
に
は
、
津
南

町
中
津
中
学
校
よ
り
田
中
三
郎
氏
、

山
本
広
清
津
峡
小
学
校
長
は
、
栃
尾

市
一
之
貝
小
学
校
に
栄
転
し
、
後
任

に
は
柏
崎
市
中
通
り
中
よ
り
藤
田
甲

子
雄
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
発
令
さ
れ
た

　
な
お
中
里
村
に
お
け
る
教
職
員
の

人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
転
出

▽
田
沢
小
学
校

　
宗
付
喜
代
F
へ
南
蒲
早
火
小
）

　
鈴
木
礼
子
（
十
日
町
六
箇
小
）

　
五
十
嵐
靖
城
（
期
間
満
了
）

　
清
水
裕
子
（
退
職
）

▽
高
道
山
小
学
校

　
小
林
達
雄
（
刈
羽
勝
山
小
）

　
村
山
繁
（
十
日
町
小
V

　
多
賀
淳
一
（
燕
市
東
小
）

▽
倉
俣
小
学
校

　
鹿
田
房
男
へ
田
沢
中
）

　
小
川
武
（
北
魚
堀
之
内
小
）

▽
清
津
峡
小
学
校

　
山
本
広
（
栃
尾
市
一
之
貝
小
）

笠
原
質
子
（
期
間
満
了
）

▽
田
沢
中
学
校

　
田
中
敏
雄
（
柏
崎
市
教
育
委
員
会
）

武
田
光
延
（
津
南
中
）

広
瀬
政
幸
（
津
南
中
）

里
ハ
動

　
小
林
健
（
西
蒲
潟
東
中
）

　
小
林
謙
一
（
期
間
満
了
V

　
渋
谷
ひ
と
み
（
退
職
）

▽
倉
俣
中
学
校

　
戸
田
直
広
（
刈
羽
小
国
中
）

滝
沢
紀
子
（
退
職
）

　
　
転
入

▽
田
沢
小
学
校

岩
田
芳
（
十
日
町
小
）

大
平
和
子
L
秋
成
大
赤
沢
分
校
）

桑
原
良
治
（
津
南
町
L
郷
小
）

広
田
ヨ
シ
子
（
新
採
用
）

▽
高
道
山
小
学
校

田
中
三
良
（
書
南
田
中
～
中

福
崎
一
夫
（
十
日
町
飛
渡
第
二
小
）

滝
沢
則
夫
（
燕
市
東
小
）

▽
倉
俣
小
学
校

横
尾
二
一
二
秋
（
北
魚
堀
之
内
小
）

阿
部
悠
（
十
日
町
川
治
小
）

▽
清
津
峡
小
学
校

藤
田
甲
子
雄
（
柏
崎
中
通
り
中
）

小
堺
和
子
（
新
採
用
）

▽
田
沢
中
学
校

村
松
典
方

生
越
秀
司

斉
喜
儀
正

山
崎
儀
一

鹿
田
一
房
男

榎
本
信
子

（
柏
崎
鵜
川
中
V

（
津
南
町
下
船
渡
小
）

（
津
南
中
）

（
刈
羽
刈
羽
中
）

（
倉
俣
小
）

（
新
潟
市
松
浜
中
）

　
▽
倉
俣
中
学
校

　
佐
藤
俊
男
へ
新
採
用
）

　
　
　
　
　
い
ハ
ゆ
　
　
ゑ
　

ヒミ
§ミ

ミN

ミ

滑轍

謙
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退
任
の
、
こ
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寸
山
　
　
　
悟

　
村
民
の
皆
さ
ん
、
私
は
こ
の
度
職

員
の
申
し
合
せ
に
よ
る
満
五
十
五
才

の
停
年
を
迎
え
ま
し
た
。
思
え
ば
町

村
合
併
前
の
貝
野
村
当
時
か
ら
と
、

中
里
村
に
合
併
し
た
時
か
ら
学
校
組

合
教
育
委
員
会
に
貝
野
支
所
で
、
そ

し
て
中
里
村
役
場
で
民
生
事
務
を
経

て
中
里
村
教
育
委
員
会
に
と
勤
務
し

こ
の
間
に
収
入
役
室
．
の
八
ケ
月
を
含

め
て
丁
度
二
十
年
そ
し
て
大
半
を
教

ネ
　
　
　
真
’

育
事
務
が
占
め
ま
し
た
。
色
々
の
意

　
昧
で
波
乱
の
多
い
過
去
の
様
で
は
あ

　
り
ま
し
た
が
、
与
え
ら
れ
た
職
に
一

生
懸
命
努
力
し
た
つ
も
り
で
あ
り
ま

す
。
至
ら
ぬ
も
の
故
皆
さ
ん
に
不
満

を
与
え
気
付
か
ぬ
こ
と
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
案
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
ん
な
私
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
間

的
な
暖
か
い
協
力
と
指
導
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
て
今
日
ま
で

大
き
な
お
と
が
め
も
な
く
三
月
三
十

一
日
付
を
も
っ
て
無
事
退
職
出
来
ま

し
た
。
こ
の
現
在
に
至
り
ま
し
た
気

持
は
、
と
て
も
簡
単
に
表
現
す
る
こ

教
職
員
異
動
を
終
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
本
目
長

　
中
里
村
に
お
け
る
昭
和
四
十
六
年

度
末
教
職
員
人
事
異
動
は
、
転
退
職

者
合
わ
せ
て
十
九
名
、
転
入
者
十
九

名
と
近
年
に
な
い
少
範
囲
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
念
書
人
事
に
よ
る
転
出
者

が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
過
疎
化
に
よ

る
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴
う
学
級

減
。
特
に
急
速
に
進
展
す
る
学
校
統

合
に
よ
る
過
員
処
理
等
の
た
め
、
永

年
勤
続
者
等
の
交
流
が
、
思
う
に
任

せ
ず
、
見
送
り
の
、
や
む
な
き
に
至

っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
前
記
の
事
情
を
反
映
し
て
教
職
員

の
需
給
関
係
は
益
々
、
き
び
し
さ
を

加
え
新
年
度
新
採
用
教
員
の
数
も
大

巾
に
減
少
し
従
来
年
々
＋
人
以
上
の

と
は
出
来
ま
せ
ん
。
只
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
る
の
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
来
な
ら
ば
い
ち
い
ち
お
礼
申
し
上

ぐ
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
紙
上
を
借

り
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
私
が
仕
事
を
通
し
て
交
り
得
ま

し
た
方
々
で
、
不
幸
に
も
他
界
さ
れ

た
幾
多
の
人
々
が
頭
の
中
を
去
来

し
又
退
職
転
職
さ
れ
た
方
々
も
、
と

も
に
思
い
出
さ
れ
て
感
無
量
で
ご
ざ

い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
、
ま
す
ま

す
健
康
に
留
意
さ
れ
長
く
活
躍
さ
れ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
変
ら
ぬ

御
交
誼
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

退
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
長

い
間
ほ
ん
と
う
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

村
山
　
軍
英

新
採
用
教
員
を
受
け
入
れ
た
中
里
村

と
し
て
も
、
今
年
は
僅
か
三
名
に
と

ど
ま
っ
た
次
第
で
あ
り
、
今
後
も
こ

う
し
た
状
態
が
続
く
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
田
沢
中
学
校
は
一
学
級
減
の

八
学
級
と
な
り
定
数
減
と
な
っ
た
が

生
徒
数
三
百
名
以
下
の
学
校
に
は
配

当
の
な
い
養
護
教
諭
が
僻
地
養
教
と

し
て
配
当
に
な
っ
た
こ
と
は
幸
い
で

あ
っ
た
。

児
童
、
生
徒
数
の
前
年
と
の
比
較

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
前
年
A
7
年

児
童
数
　
当
五
　
七
モ

生
徒
数
　
四
竺
　
　
開
六

前
年
対
比

九
七
、
五
％

九
四
、
五
％

交
通
事
故

防
止
に
つ
い
て

　
毎
年
四
月
は
、
新
入
学
の
時
期
で

あ
る
こ
と
、
春
の
開
放
感
の
た
め
注

意
力
に
か
け
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本

県
で
は
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
「
車
を
運
転
す
る
人
も
」
　
「
道
路

を
歩
く
人
も
」
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

を
身
に
つ
け
、
み
ん
な
で
「
交
通
事

故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
」
　
「
交
通
事

故
に
あ
わ
ぬ
よ
う
」
注
意
し
ま
し
ょ

，
つ
。

　
道
路
を
横
断
す
る
時
は
「
ま
わ
り

道
で
も
必
ず
横
断
歩
道
を
渡
る
」
「

信
号
を
守
っ
て
横
断
す
る
」
　
「
手
で

合
図
を
し
て
、
安
全
な
　
に
す
る
」
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新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
田
沢
中
学
校
長

　
雪
の
越
路
に
も
暖
冬
異
変
の
お
か

げ
で
早
目
に
春
が
訪
れ
て
き
ま
し
た

皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
舞
い

も
ど
っ
た
陽
光
の
も
と
で
、
こ
れ
か

ら
活
動
さ
れ
る
準
備
で
、
ご
多
忙
の

毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
推
察
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
度
の
教
員
異
動
で
私

は
田
沢
中
学
校
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、

柏
崎
市
鵜
川
中
学
校
か
ら
こ
ち
ら
へ

赴
任
し
で
参
り
ま
し
た
。
昨
年
秋
の

中
里
村
地
域
ぐ
る
み
の
大
研
究
会
開

村
松
　
典
方

催
は
も
と
よ
り
、
地
域
社
会
と
学
校

教
育
が
一
体
と
な
っ
て
多
く
の
業
績

を
挙
げ
て
き
た
「
中
里
の
教
育
」
や

「
教
育
村
中
里
」
の
英
名
を
耳
に
し

て
い
る
だ
け
に
、
今
回
田
沢
中
学
校

勤
務
が
決
定
し
た
と
き
、
身
の
ひ
き

し
ま
る
思
い
と
着
任
の
重
大
さ
を
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。
は
た
せ
る
か
な

四
月
一
日
村
役
場
へ
ご
あ
い
さ
つ
に

う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
村
長
さ
ん
か

ら
「
教
育
村
中
里
の
名
を
さ
ら
に
高

め
る
よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
」
と
第

着
轟
．
藷
前
嬉
健

誹

　
こ
の
度
の
異
動
で
田
沢
駐
在
所
勤

務
を
命
ぜ
ら
れ
、
過
日
着
任
致
し
ま

し
た
。
前
任
地
は
小
泉
駐
在
所
（
十

日
町
市
吉
田
地
区
）
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
地
理
的
に
も
近
い
と
こ
ろ
に
勤

め
て
居
り
ま
し
た
の
で
、
当
地
の
土

地
柄
に
も
す
ぐ
に
馴
れ
る
こ
と
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

　
し
上
げ
ま
す
。

　
着
任
致
し
ま
し
て
感
じ
ま
す
こ
と

は
、
交
通
事
清
の
間
題
で
ご
ざ
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
一

す
。
巾
員
の
狭
い
商
店
街
は
車
輔
の

運
行
は
増
々
頻
繁
と
な
り
、
加
え
て

小
学
校
、
中
学
校
の
二
校
の
通
学
路

に
当
っ
て
お
り
ま
す
、
事
故
の
防
止

と
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
村
当
局

な
ら
び
に
関
係
団
体
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
侯
つ
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、

最
も
大
切
な
こ
と
は
皆
様
一
人
一
人

が
交
通
安
全
に
関
心
を
持
ち
、
事
故

防
止
に
努
め
る
以
外
に
な
か
ろ
う
か

と
存
じ
ま
す
。
一
瞬
に
し
て
肉
親
を

失
い
、
仕
合
わ
せ
な
家
庭
生
活
が
一

挙
に
奈
落
の
底
に
突
き
落
さ
れ
る
事

故
の
悲
惨
さ
は
、
私
か
ら
申
し
上
げ

る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
年
々
増
加

す
る
自
動
車
の
数
を
思
う
に
つ
け
、

交
通
事
故
の
防
止
は
、
皆
様
共
々
積

一
声
で
シ
励
を
う
け
ま
し
た
。
教
育

も
原
点
に
還
れ
と
言
わ
れ
て
い
る
今

日
、
本
当
の
人
間
を
教
育
す
る
場
は

農
山
村
地
域
だ
と
断
書
催
子
者
が

多
く
い
ま
す
。
幸
い
当
中
里
村
は
美

し
い
大
自
然
に
恵
ま
れ
、
教
育
実
践

の
場
と
し
て
は
最
好
適
地
だ
と
信
じ

て
い
ま
す
。
良
い
伝
統
を
受
け
つ
ぎ

地
域
の
要
望
に
応
え
て
じ
っ
く
り
と

「
人
間
ら
し
い
人
間
」
の
育
成
に
全

力
を
傾
注
し
た
い
と
決
意
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
前
任
者
の
田
中
先
生
ご

同
様
に
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
支
援
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
館
報
を
通
じ
て
お

願
い
申
し
あ
げ
て
、
新
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

極
的
に
対
処
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
又
地
区
内
に
は
料
理
店
、
飲
食
店

な
ど
が
比
較
的
多
い
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
少
年
の
不
良
化
や
、
暴

力
犯
罪
の
な
い
明
る
い
楽
し
い
村
と

な
る
よ
う
関
係
者
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
私
も
ご
縁
が
あ
り
ま
し
て
、
当
地

に
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
警
察
の
仕
事
を
通
じ
て
地

域
の
発
展
と
豊
か
で
明
る
い
村
づ
く

り
の
た
め
に
幾
分
な
り
と
も
お
役
に

立
ち
た
い
と
念
願
致
し
て
お
り
ま
す

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
§4

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
清
津
峡
小
学
校
長
藤
田

　
こ
の
た
び
、
栄
え
あ
る
清
津
峡
小

学
校
に
、
山
本
校
長
先
生
の
あ
と
を

受
け
て
奉
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
清
津
峡
小
学
校
は
、
美
し
い
自
然

環
境
の
中
に
、
新
し
い
校
舎
、
運
動

場
が
見
事
に
完
成
さ
れ
た
、
輝
か
し

い
伝
統
と
校
風
を
も
つ
立
派
な
学
校

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
立
派
な
学
校
が

つ
く
ら
れ
る
ま
で
に
は
、
歴
代
の
校

長
先
生
始
め
、
多
く
の
先
生
方
の
ご

　
　
　
　
　
　
甲
子
雄

努
力
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が

地
域
の
皆
様
方
の
教
育
的
熱
意
と
協

力
の
た
ま
も
の
に
よ
る
も
の
と
、
深

い
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
り
ま
す
。

　
は
じ
め
て
中
魚
沼
郡
に
勤
務
す
る

私
に
と
っ
て
、
地
域
の
願
い
の
こ
め

ら
れ
て
い
る
こ
の
学
校
に
、
本
校
二

十
八
名
、
分
校
十
六
名
の
子
ど
も
た

ち
と
と
も
に
、
新
一
年
生
に
も
似
た

気
持
ち
で
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
高
道
山
小
学
校
長
田

　
こ
の
た
び
縁
あ
っ
て
高
道
山
小
学

校
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
郷
里

は
高
田
で
大
正
生
れ
、
家
族
は
長
岡

に
居
住
。
魚
沼
生
活
十
有
余
年
ー
雪

　
　
　
　
　
村
民
の
皆
さ
ん
、
税

　
　
　
　
　
の
こ
と
に
つ
き
ま
し

せ
課
て
は
、
日
頃
か
ら
ご
理

馬
』
7
　
　
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

　
　
次
力
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

知
誘
ま
す
・

お
税
さ
て
、
村
税
条
例
に

の税納
月
分
）
と
、

よ
り
ま
し
て
、
四
月
は

固
定
資
産
税
の
第
一
期

分
、
お
よ
び
軽
自
動
車

税
、
ま
た
国
民
健
康
保

険
税
の
第
一
期
分
（
四

三
つ
の
種
類
の
税
金
を

納
め
て
い
た
だ
く
月
に
な
っ
て
い
ま

す
。
以
下
か
ん
た
ん
に
説
明
い
た
し

ま
す
の
で
、
　
党
に
つ
き
ま
し
て
、

　
　
　
　
　
中
　
三
郎

に
は
、
お
ど
ろ
か
な
い
つ
も
り
で
す

が
、
ス
キ
ー
は
ダ
メ
で
す
。
中
魚
沼

は
、
二
年
目
。
中
津
の
流
れ
か
ら
清

津
の
流
れ
に
た
ど
り
つ
き
、
末
だ
妻

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

①
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
は
、
昭
和
四
十
七
年

一
月
一
日
現
在
に
お
い
て
、
中
里
村

に
存
在
し
て
い
る
土
地
お
よ
び
家
屋

償
却
資
産
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有

者
に
税
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

税
金
は
、
固
定
資
産
の
価
格
に
対
し

て
、
税
条
例
に
定
め
ら
れ
た
税
率
を

乗
じ
て
算
出
し
ま
す
が
、
昭
和
四
十

七
年
度
は
、
こ
の
税
率
を
百
分
の
一

・
八
か
ら
百
分
の
一
・
七
に
引
き
下

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
内
に
つ
い
て
は
四
月
、
七
月

れ
だ
け
に
　
任
の
重
さ
に
、
身
の
引

き
し
ま
る
思
い
が
い
。
た
し
ま
す
。

　
七
名
の
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

「
あ
た
た
か
く
」
そ
し
て
「
き
び
し

く
」
人
間
同
志
の
触
れ
あ
い
を
求
め

て
、
子
ど
も
の
前
に
恥
じ
な
い
教
育

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
固
く
誓

っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
は
小
さ
く
と
も
、
教
師
、
子

ど
も
の
数
が
少
な
く
と
も
、
教
師
と

子
ど
も
が
愛
情
と
信
頼
の
き
ず
な
で

固
く
結
ば
れ
て
、
広
い
校
舎
、
校
庭

を
狭
し
と
ば
か
り
、
大
き
な
気
持
ち

で
「
力
い
っ
ぱ
い
や
る
子
ど
も
」
　
「

有
の
地
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
タ

バ
コ
は
吸
い
ま
す
が
、
酒
は
飲
め
ず

無
芸
大
食
と
い
い
た
い
所
で
す
が
、

無
芸
に
し
て
、
食
い
気
の
あ
る
の
が

せ
め
て
の
な
ぐ
さ
め
で
す
。

　
名
勝
清
津
峡
の
関
門
に
あ
た
る
、

伝
統
あ
る
高
道
山
へ
来
て
、
明
る
く

九
月
、
十
二
月
の
四
期
に
分
け
て
、

納
税
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税
は
、
原
動
機
付
自
転

車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車

お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
に
つ
い

て
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
現
在

の
所
有
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
課
税
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
軽
自
動
車
税
は
、
廃

車
ま
た
は
、
譲
渡
し
た
場
合
で
も
、

廃
車
申
告
（
ナ
ン
バ
ー
の
返
還
）
ま

た
は
、
所
有
者
の
名
儀
変
更
手
続
き

を
し
な
い
と
、
課
税
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
、
お
忘

れ
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す

日
本
一
の
学
校
」
を
め
ざ
し
て

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
ひ
と
り
ひ
と
り
の
可
能
性
を
思

ゑ
仔
分
に
伸
ば
し
、
大
き
く
激
動
す

る
現
代
社
会
を
生
き
ぬ
く
た
く
ま
し

い
力
を
養
い
、
清
津
峡
地
区
民
の
夢

を
実
現
す
る
後
継
者
に
恥
じ
な
い
子

ど
も
を
育
て
て
い
き
た
い
と
念
願
し

て
い
ま
す
。

何
と
ぞ
、
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご

指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
、

新
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

素
直
で
、
は
き
は
き
と
よ
く
働
く
子

ど
も
等
を
見
て
、
こ
れ
ま
で
の
先
輩

地
域
の
皆
さ
ん
の
努
力
、
協
力
に
敬

意
を
表
す
る
と
共
に
、
今
後
ど
う
あ

た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
各
位
の
お
教

え
を
受
け
な
が
ら
努
力
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
軽
自
動
車
等
を
廃
車
し
て
も

ナ
ン
バ
ー
を
返
還
し
な
い
で
放
置
し

て
お
い
た
た
め
に
、
他
人
が
こ
れ
を

使
用
し
、
交
通
事
故
な
ど
を
お
こ
し

警
察
か
ら
取
調
べ
を
う
け
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
下
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

納
税
通
知
書
に
詳
し
く
記
載
し
て
あ

り
ま
す
が
、
第
一
期
分
か
ら
第
三
期

分
（
四
月
か
ら
六
月
ま
で
）
の
税
額

は
、
前
年
度
の
税
額
に
よ
り
仮
算
定

を
す
る
も
の
で
、
第
四
期
分
（
七
月

　
　
　
（
三
面
下
段
へ
つ
づ
く
）

村
の
発
展
に
役
立
つ
た
に
こ
消
費
税

　
　
　
　
　
　
た
ば
こ
は
村
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
中
里
村
た
ば
こ
消
費
税
増
収
対
策
協
議
会

ご
旅
行
の
際
に
は
、
忘
れ
ず
に
村
内
で
お
買
い
求
め
の
上
、
お
出
掛
け
下
さ
い
．
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転
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
前
清
津
峡
小
学
校
長
山
本
　
広

式
指
、
・
の
研
究
に
精
魂
を
傾
け
、

複
式
に
よ
る
児
童
の
学
力
低
下
を
如

何
に
し
て
食
い
止
め
る
か
に
全
力
を

捧
げ
ま
し
た
。
創
立
十
周
年
（
昭
和

四
十
四
年
）
の
記
念
に
全
教
室
に

テ
レ
ビ
受
像
機
を
入
れ
て
い
た
だ
き

視
聴
覚
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
視

野
を
広
め
、
学
校
の
四
囲
の
環
境
を

整
備
し
て
明
る
い
子
ど
も
の
養
成
に

当
り
ま
し
た
。
ま
た
土
倉
分
校
は
校

舎
の
老
朽
に
よ
り
昭
和
四
十
五
年
に

村
当
局
の
厚
意
と
地
域
の
熱
意
に
よ

っ
て
改
築
さ
れ
、
明
る
い
モ
ダ
ン
な

校
舎
が
完
成
し
、
子
ど
も
た
ち
や
地

域
の
喜
び
は
大
変
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
み
ん
な
、
へ
き
地
の
文

化
教
育
に
誠
意
を
示
し
て
く
れ
た
村

当
局
並
び
に
村
民
の
温
い
協
力
に
よ

る
も
の
と
、
心
よ
り
深
く
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
願
わ
く
ば
本
校
二

十
八
名
、
分
校
十
六
名
の
児
　
が
、

へ
き
地
性
を
払
拭
し
て
明
る
く
、
す

く
す
く
と
成
長
し
、
中
里
村
の
中
堅

人
物
と
し
て
活
躍
す
る
姿
を
想
起
し

あ
わ
せ
て
村
民
各
位
の
益
々
ご
　
康

で
ご
発
展
あ
ら
ん
こ
と
を
願
っ
て
、
・

お
礼
を
か
ね
て
お
別
れ
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

諄
し
＄
魁
四
『
隔
一
、
“
、
4
陥
胴

　
（
二
面
下
よ
り
つ
づ
き

分
）
以
降
に
つ
い
て
は
、
本
算
定
に

よ
り
年
税
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
以
上
、
三
種
類
の
税
金
に
つ
い
て

か
ん
た
ん
に
述
べ
ま
し
た
が
、
不
明

の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
税
務

課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

昭
和
四
十
六
年
度
戦
没
者
及
び

　
　
定
例
未
伝
達
叙
勲
に
つ
い
て

奪
兵
桑
原
義
時
氏
旭
八

兵
長
南
雲
金
松
〃
旭
八

上
等
兵
　
桑
原
俊
二
〃
旭
八

上
等
兵
南
雲
武
寿
〃
旭
八

義
勇
隊
員
石
沢
正
平
〃
瑞
八

義
勇
隊
員
山
本
孝
次
〃
瑞
八

義
勇
隊
員
上
原
徳
治
〃
瑞
八

　
昭
和
四
十
六
年
度
中
に
戦
没
者
叙

勲
及
び
定
例
未
伝
達
叙
勲
を
う
け
ら

れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

官
等
　
氏
名
　
勲
等

陸
軍
少
尉
上
原
作
治
郎
氏
瑞
六

　
　
軍
曹
　
上
原
　
松
二
〃
瑞
八

陸
軍
一
等
兵
　
服
部
健
一
〃
旭
八

　
　
上
等
兵
　
小
林
民
三
郎
〃
旭
八

　
　
上
等
兵
吉
楽
吉
郎
〃
瑞
七

　
　
兵
長
羽
鳥
正
信
〃
旭
八

　
　
一
等
兵
上
原
敏
男
〃
旭
八

　
　
徴
用
工
南
雲
ミ
ド
リ
〃
瑞
八

廃
坑
佗
し
野
生
の
花
の
終
幕
で

黒
い
雪
の
過
失
の
脳
の
正
誤
表

　
　
　
　
　
　
え
つ
お

児
の
尿
曲
が
れ
ば
光
る
春
深
し

　
　
　
　
　
　
露
丘

炎
は
春
の
彩
で
帰
郷
の
日
を
重
ね

　
　
　
　
　
　
土
牛

山
独
活
の
薄
紅
に
匂
い
け
る

　
　
　
　
　
　
涼
子

風
の
飛
礫
の
岬
き
ら
り
と

　
　
　
　
　
ぐ
み
芽
ぐ
む

雪
に
裾
ふ
れ
て
は
青
く
洩
く
思
念

　
　
　
　
　
　
芒
月

春
の
丘
見
下
う
す
ま
ば
ら
な
花
の
雲

雪
す
く
な
し
留
守
も
る
妻
の

　
　
　
　
　
　
喜
楽
か
な

　
　
　
　
　
　
深
雪

風
花
の
ま
ぶ
た
の
う
ら
の
虹
溶
か
す

藩
の
と
う
摘
む
中
年
の

　
　
　
　
　
貌
陽
に
溶
か
し

　
　
　
　
　
　
　
大
泉

子
と
対
話
風
の
蝸
中
の
あ
と
光
る

己
が
血
の
鼓
動
き
・
お
り
冬
落
ち
β

　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

物
干
し
の
梅
が
眩
し
い
十
時
の
陽

　
　
　
　
　
　
　
峰
月

子
の
便
り
奪
い
合
う
日
の
春
炬
燵

　
短
歌

　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ
し

　
　
　
　
（
四
面
　
に
つ
づ
く

　
う
ら
ら
か
な
春
の
季
節
を
迎
え
、

中
里
村
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
私
こ

と
、
こ
の
た
び
の
教
員
異
動
で
栃
尾

市
立
一
之
貝
小
学
校
へ
転
勤
を
命
ぜ

ら
れ
過
日
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
清
津
峡
小
学
校
は
在
任
三
力
年
で

し
た
が
公
私
に
わ
た
り
村
民
各
位
並

び
に
地
域
の
温
い
ご
懇
情
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
楽
し
く
勤
務
で
き
た
こ

と
を
心
よ
り
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
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謬
一

　
　
　
健
康
家
庭
に
記
念
品
増
呈

　
去
る
三
月
二
十
七
日
、
中
里
村
国

民
健
康
保
険
で
は
、
昭
和
四
十
六
年

度
、
健
康
家
庭
を
選
び
記
念
品
（
ヘ

ル
ス
メ
ー
タ
一
台
）
を
贈
り
ま
し
た

健
康
家
庭
の
選
定
基
準
は
国
民
健
康

保
険
の
加
入
世
帯
で
あ
っ
て
加
入
者

が
二
人
以
上
で
あ
る
こ
と
に
原
則
が

お
か
れ
、
医
療
費
の
か
か
っ
た
額
が

一
人
当
り
年
間
千
円
以
内
で
あ
っ
て

保
険
税
が
完
納
さ
れ
て
い
る
世
帯
、

及
び
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
、
予
防
接
種

等
を
積
極
的
に
受
診
し
、
衛
生
思
想

〔
中
里
村
役
場
職
員
人
事
異
動

　
　
　
勇
匡
員
原
f
勢
義
氏
瑞
八

　
　
義
勇
隊
員
村
山
　
　
允
〃
瑞
八

　
　
兵
長
　
上
原
信
太
郎
汐
旭
八

　
　
曹
畏
樋
口
徳
長
〃
旭
七

　
　
兵
長
樋
口
正
留
〃
夢

　
　
上
等
兵
樋
口
正
雄
ク
夢

海
軍
大
佐
　
小
林
虎
太
〃
瑞
四

　
　
伍
　
長
　
南
雲
　
敬
一
〃
瑞
七

　
　
伍
長
　
桑
原
徳
正
〃
瑞
七

　
　
軍
曹
小
林
清
之
進
〃
瑞
七

　
　
軍
曹
南
雲
国
一
〃
瑞
七

　
　
上
等
兵
　
樋
口
　
庄
作
〃
慧

　
　
上
等
兵
上
原
賢
二
郎
〃
矯
譲

　
　
曹
長
　
鈴
木
　
重
義
〃
難

　
主
事
大
島
　
　
厳
（
産
業
課
）

　
書
記
吉
高
　
　
稔
（
新
採
用
）

▽
建
設
課

　
書
記
大
島
憲
一
（
新
採
用
）

　
書
記
村
山
　
　
博
（
新
採
用
）

▽
教
裏
員
会

　
課
長
代
理
樋
口
信
治

▽
退
職

　
村
山
真
悟
（
教
委
庶
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

冬
去
れ
ば
ダ
ム
の
静
寂
動
き
く
る

万
開
の
桜
花
仰
ぎ
て
バ
ス
を
待
つ

惜
し
げ
な
く
庭
に
散
り
敷
く
玉
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

ね
む
た
そ
う
な
入
江
の
波
や

荒
駒
の
出
て
い
な
な
く
や
花
見
酒

　
清
津
峡
は
天
下
の
景
勝
地
で
あ
り

ま
た
中
里
村
の
玄
関
で
も
あ
り
ま
す

　
山
紫
水
明
、
四
季
の
景
観
、
清
い

空
気
、
温
い
民
情
に
心
を
打
た
れ
、

三
年
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
本
当
に

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
深
い
任
地
で

し
た
。
私
が
着
任
し
た
時
よ
り
清
津

峡
小
学
校
は
全
学
級
が
複
式
と
な
り

一
〇
年
前
の
創
立
当
時
一
二
〇
名
の

児
童
が
四
〇
名
そ
こ
そ
こ
に
激
減
し

　
過
疎
現
象
を
ま
ざ
ま
ざ
と
み
せ
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
全
職
員
が

（上山

）
上
原
重
男
、
（
小
原
）
服
部
宗

一
、
田
村
喜
代
吉
、
樋
口
厚
三
郎
、

（干溝

）
江
口
貫
一
、
（
桔
梗
原
）
根
津

徳
太
郎
、
（
朴
木
沢
）
樋
口
嘉
作
、
　
（

鷹
羽
）
江
口
重
平
、
（
白
羽
毛
）
大
島

正
一
、
（
東
田
尻
）
清
滝
宗
平
、
（
土
倉
）

山
田
憲
徳
、
（
小
出
）
藤
ノ
木
豊
松
、

藤
ノ
木
幸
晴
、
（
芋
川
）
鈴
木
元
春
、

竹
藤
清
男
、
（
新
里
）
斉
喜
洲
弘
、
　
（

重
地
）
鈴
木
寛
一
郎
、
滝
沢
勝
平
、

（牧
畑
）
志
田
福
茂
、
（
本
屋
敷
）
井
ノ

川
正
、
（
堀
之
内
）
南
雲
金
次
郎
、
　
（

宮
中
）
高
橋
ヨ
シ
イ
、
吉
楽
孝
一
、

樋
口
省
三
、
藤
田
幸
夫

　
　
　
　
　
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

〔
税
額
を
多
く
計

　
　
　
算
・
し
て
い
た
と
き
〕

税
金
を
納
め
す
ぎ
て
い
た
り
、
還

付
を
受
け
る
税
金
が
少
な
か
っ
た
と

き
は
、
正
当
な
税
額
に
な
お
す
よ
う

に
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
期
限
は
昭
和
四
十
八
年

三
月
＋
五
日
ま
で
で
す
。

〔
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
〕

期
限
後
で
も
確
定
申
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
調
査
を
う
け
る
前

に
申
告
を
す
れ
ば
無
申
告
加
算
税
は

税
額
の
五
％
で
す
が
、
税
務
署
か
ら

決
定
の
通
知
を
う
け
る
と
十
％
の
無

申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
。

の
良
好
で
あ
っ
た
世
帯
と
さ
れ
、
昭

和
四
十
六
年
度
は
二
十
九
世
帯
で
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

（
東
田
沢
）
村
山
富
治
、
（
如
来
寺
）
富

井
、
旺
冶
、
井
ノ
旺
忠
猛
、
江
ロ
　
ム

保
健
課

昭
和
四
十
六
年
分
の
確
定
申
告
の

受
付
は
三
月
十
五
日
で
終
り
ま
し
た

が
、
確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
そ
の

内
容
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
と
き
は
、

　
　
　
　
　
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
は
享
・

　
　
き
〔
税
額
を
少
な
く
計

　
　
　
と
算
し
て
い
た
と
き
〕

　
　
　
た
納
め
た
税
金
が
少
な

　
　
　
い
か
っ
た
り
、
還
付
を
受

　
　
　
て
け
る
税
額
が
多
か
っ
た

が
つ
り
し
た
と
き
は
「
修
正

告
が
申
告
達
す
る
こ
と
が

申
ち
で
き
享
．
調
査
を
う

　
　
　
ま
け
る
前
に
修
正
申
告
を

　
　
　
　
　
す
れ
ば
、
過
少
申
告
加

　
　
　
　
　
　
克
よ
か
か
り
ま
せ
ん

　
中
里
村
役
場
で
は
、
四
月
一
日
付

で
次
の
と
お
り
職
員
の
人
事
異
動
を

行
な
い
ま
し
た
。

◎
異
動
カ
ッ
コ
内
は
、
旧
所
属
課
又

　
　
　
　
　
　
／

は
新
採
用

▽
産
業
課

課
長
補
佐
上
原
正
孝

　
主
事
村
山
　
詔
平
（
企
画
課
）

　
主
事
阿
部
隆
嗣
（
建
設
課
）

　
主
事
補
吉
楽
高
義
（
建
設
課
）

　
書
記
高
橋
正
文
（
新
採
用
）

▽
企
画
課

　
・
．
●
一
一
？
。
・
●
竃
・
＝
・

中
里
文
芸

　
　
　
　
　
四
月
投
稿

　
　
俳
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
知

葱
ま
い
て
し
き
り
と
母
恋
い
土
匂
う

薄
氷
踏
む
子
等
に
あ
る
野
の
記
憶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

　
の
　
二
　
五
回
忌
の
　
を
よ
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞
籍
趨
⇔
麟
饗
，
）

〇
三
三
二
＝
署
言
○
二
・
三
り
る
：
。
言
言
○
；
昌
昌
一
リ
マ
昌
冒
言
◆
9
三
一
雪
。
一
。
．
卵
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ク
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぼ
ろ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え


